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II. 宇宇宙宙物物理理研研究究部部門門       
11..  メメンンババーー 

教授 ⼤須賀 健 

准教授 森 正夫、矢島 秀伸、吉川 耕司 

助教 Wagner Alexander、福島 肇、朝⽐奈 雄太 

研究員 小川 拓未、曽我 健太、Park Hyunbae、堀江 秀、 

 Huang Jiahui、松木場 亮喜、小幡 真弓、 

Hu Haojie（JSPS 外国人特別研究員） 

学生 大学院生 22 名、学類生 1 名、研究生 1 名 

 

22..  概概要要 

本年度、当グループは、ブラックホール超臨界降着流の⼤局構造の研究、⼀般相対論的ボ

ルツマン輻射輸送計算を用いた超臨界降着流の X 線時間変動の研究、星間空間を浮遊する

ブラックホールへのガス降着の研究、キラル有機分⼦の鏡像異性体過剰を引き起こす紫外線

円偏光波生成の研究、ライマン α 光の円偏光生成とホモキラリティ問題、原始惑星系円盤に

おける乱流とダスト成長、暗黒物質サブハローと M31 恒星ストリームの相互作用、Dark 

Matter Sub-halo の力学進化、ダークマターサブハロー衝突によるダークマター欠乏銀河の形

成過程、原始銀河団形成シミュレーション、生体光拡散トモグラフィーの数値的研究、スー

パーコンピュータ富岳を用いた宇宙⼤規模構造におけるニュートリノの数値シミュレーショ

ン、宇宙⼤規模構造形成に対するニュートリノの力学的影響、星団形成における輻射流体力

学過程の研究、を行った。 

 

33..  研研究究成成果果 

強強磁磁場場ブブララッッククホホーールルジジェェッットトのの電電波波イイメメーージジのの研研究究 

活動銀河核（AGN）のジェット形成機構は長年の研究対象であるが、磁場による加速メカ

ニズムの有効性が示唆されている⼀方で、決定的な証拠は得られていない。本研究では、強

磁場ジェットを電波で観測した際にどのような撮像イメージが得られるかを明らかにするた

め、準解析的に構築した強磁場ジェットモデルに対して、我々が独自に開発した⼀般相対論

的輻射輸送計算コード RAIKOU を用いて模擬観測を実施した。その結果、ジェット根本に 

4 つのリング構造が現れることを初めて明らかにした。明るいリングはジェットの分離面（物

質の生成面）に対応しており、将来の高解像度電波観測で検出できれば、ジェットの加速機

構とジェットへの物質の供給機構の理解を⼤きく前進させると期待される。 
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超超エエデディィンントトンン降降着着にによよるるブブララッッククホホーールル成成長長のの可可能能性性のの研研究究 

銀河中心に存在する巨⼤ブラックホールの形成機構の⼀つとして、ブラックホールへの超

エディントン降着が提案されているが、Ly α 光による輻射圧が降着を妨げる可能性があり、

その影響は十分に理解されていない。そこで本研究では、ボンディ降着流における Ly α 光の

輻射輸送を考慮した計算を行い、輻射力の影響を定量的に評価した。その結果、超エディン

トン降着を成立させるために必要なガス密度とブラックホール質量の積の下限値が、Ly α光

を無視した場合に⽐べて数倍から数十倍に増加することが判明した。これは、Ly α 光の影響

により超臨界降着によるブラックホールの急速成長が起こりにくくなることを示しており、

ブラックホール形成初期段階における重要な制約となる。 

 

超超高高輝輝度度 X線線パパルルササーー（（ULXP））のの磁磁場場構構造造のの研研究究 

超高輝度 X 線パルサー（ULXP）は、磁化された中性⼦星への超エディントン降着によっ

て駆動されると考えられているが、磁場構造や降着流の詳細は未解明である。本研究では、

双極⼦および四重極⼦磁場を持つ中性⼦星への超エディントン降着流を対象に、⼀般相対論

的輻射磁気流体力学（GR-RMHD）シミュレーションを実施した。その結果、双極⼦磁場が卓

越する場合には極付近に降着柱が、四重極⼦磁場が卓越する場合には赤道面付近に降着帯が

形成されることが判明した。観測との⽐較から、系内の ULXP Swift J0243.6+6124 は約 

2×1013G の四重極⼦磁場を持ち、双極⼦磁場は 4×1012G 以下である可能性が示唆された。 

 

ミミッッシシンンググササテテラライイトト問問題題ととダダーーククママタターーササブブハハロローーのの衝衝突突頻頻度度 

銀河形成の標準模型であるコールドダークマターによる階層的構造形成論では、銀河には

恒星質量の約 100 倍以上のダークマターが存在していると考えられており、膨⼤な観測結果
がそれを示唆している。一方で、コールドダークマターモデルには、理論と観測の深刻な矛

盾が指摘されている。最新の宇宙論的銀河形成シミュレーションによると、銀河スケールの

ハローには、恒星成分をほとんど有しないダークサテライトの存在が示唆されている。しか

しながら、そのような天体は未だ観測されていない。本研究では、解析的モデルと数値シミ

ュレーションを用いてダークマターサブハロー同士の衝突現象がそのようなダークサテライ

トの存在を示す可能性を検討した。高精度宇宙論的 N体シミュレーションを用いた解析では、

銀河系程度の質量をもつホストハローに付随するサテライトハローでは、100 Myr あたり数

回程度のサブハロー衝突が発生することを示した。 

 

ダダーーククママタターーハハロローーののカカススププ―ココアア問問題題ととユユニニババーーササルルススケケーーリリンンググ則則 

銀河をとりまくダークマターハローは、さまざまな観測パラメータ間で強い相関関係を示

しており、「ダークマターハローのスケーリング関係」として知られている。しかし、その起
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�は未解明のままである。我�は、コールドダークマター模型に^�く宇宙論的 N体シミュ

レーションからhかれるダークマターハローの中心Ø中度とダークマターハロー質量の相関

関係（�-��関係）をH用して、ダークマターハローの¸面質量密度、最⼤回Å速度、スケー

ルOqなどの;の物理量間の理論的なスケーリング関係をhきEした。そして、理論的なス

ケーリング関係とさまざまな質量スケールでの観測されたスケーリング関係を⽐較すること

により、¥小銀河やÊnの銀河で観測されるスケーリング関係がダークマターハローの �-��

関係に �することが分かった。さらに、この理論的なスケーリング関係は、銀河団でも成

立することを:測した。さらに、我�はコールドダークマターハローで起こると考えられて

いる「,スプからコ(へのÍ¨」の影響を°�Èんだ新しい理論的なスケーリング関係をh

きだした。このÍ¨は、星形成や超新星�発、その;の4リ+ン過程によるフィード4ック

メ,2/ムによって引き起こされ、そのÍ¨はダークマターハローの質量が 1011太Ô質量程

度で発生することが明らかになった。 

 

��")!(�#�$)' �$&"�(�$# $� (�� �#�&$"��� 
��#( �$)(��&# �(&��" �#� � )�'(&)�()&�'  

近年の高精度な⼤規模イメー.ングと分光観測により、�C9rDB:96 Gi6Ct SDJt=:rC Str:6B 

（�GSS）をV  M31 のハローÝ]における重C®の空間分lが明らかになってきた。�GSS 

は中心から 100 @E8 以上にも�って恒星が細長く分lする巨⼤な構造である。本研究では、 

ErD<:CitDr の衝突Kの重C®量の空間分lを>定したN体シミュレーションの結果を用いて、

�GSS 内の重C®量の空間分lをÁ�した。M31 中心から �GSS の動q方Uに�った重C

®の分lに関する解析を行った結果、動q方Uに関してはÐi量勾配は認められず、 

ErD<:CitDr がC�持っていたÐi量勾配の制限はつけられなかったが、平均Ði量に関しては 

4�:
H5 ≃	W0���という制限をつけることができた。�GSS の奥行き空間への拡がりや視線方U

速度、それらとの重C®量分lとの対vを解析した結果、�GSS とは別に �6Ht:rC �Mt:Ct 及

び Strr:6B �r に対vするような構造が見つかった。�GSS と �6Ht:rC �Mt:Ct 及び Strr:6B �r

の関係性については、�6r96A :t 6A. �2008� や、$iri=6r6 :t 6A. �201�� で議論されているが、今回

の解析によりこの 2 つの構造が同じ衝突現象で形成された可能性を強く示唆するという結

果を�いだした。 

 


$�)#$* ��#'�(+ �#��%�#��#( �"$$(��� P�&(��!� �+�&$�+#�"��' ��ののÓÓ�� 

SPH（SBDDt=:9 P6rti8A: Hy9rD9yC6Bi8H）法は圧縮性流体を粒⼦法を用いて解く数値計算手法

である。C�宇宙物理学分野でÑ発された手法だが、現在では宇宙物理シミュレーションだ

けではなく工学や医療、�G にもv用例がある。SPH 法では衝撃波を伴う流れを解くために、

人口粘性という^礎方程式には¸れない非物理的な項をh入する必要性があり、計算結果が

人口粘性に⼤きく左右される場合がある事が本質的な問題とされている。GD9JCDK SPH 
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�GSPH� 法は、SPH 法の相互作用計算の×に Ri:B6CC SDAK:r �RS� を°�Èんだ手法で、人工

粘性を必要としないように SPH 法をv³したものである。さらに、SPH 法のデメリットと

して、hEの×に密度が空間e分可能であると>定しているため、物理的に密度�Ë©とな

るp¾�Ë©面をうまくjえずに非物理的な¸面b力を発生させてしまうことがmげられる。

GSPH 法の場合でもこの問題はQ1には解�されないことが我�の実Úで�かっている。こ

のデメリットへの対6法の⼀つとして、密度の!�りに圧力が空間e分可能であることを>

定している D:CHity-"C9:E:C9:Ct SPH �D"SPH� 法がmげられるが、)�として人工粘性項が必

要である。そこで本研究では、D"SPH 法に我�の+リ.�ルの方法で RS を°�Èんだ 

GD9JCDK D:CHity-"C9:E:C9:Ct SPH �GD"SPH� 法をÑ発し、3型的なテスト問題を解くことで、

その性能をÁべた。結果、GD"SPH 法が D"SPH 法と同�に、p¾�Ë©面のjいが.れて

いる事と、強い衝撃波も人口粘性項をh入する必要なく対6可能である事が�かり、その結

果を学¸論yにk¡した。 

 

[[��mmooにに����るるjjÁÁÏÏÑÑ��ののククララススタタリリンンググ��性性 

本研究では、宇宙論的流体力学シミュレーションと輻射輸送計算を用いて、赤方偏¨ 

*�� 14�から *�� 6�にかけてのコマ型銀河団のK駆体における星形成および密度超過（.）の

進化をÁ�した。シミュレーション結果は、これらの赤方偏¨における観測された星質量Q 星

形成�（�★� Q S�R）関係および . をよく4現している。原始銀河団シミュレーション解析に

よって以下のことが�かった。 �1� 原始銀河団（ErDtD8AJHt:r� P�）と平均密度場（B:6C fi:A9� 

M�）の銀河は類$した �★� Q S�R 関係を示すが、P� 銀河はより高い ���および S�R を示

す-Uがある。 �2� 紫外線で明るい P� 銀河（�U/.W20 B6<）は、M� 銀河に⽐べて 2 ¢¥

以上高い U/ �光と、より�い U/ スロープを持つ。�3� .�は赤方偏¨とともに増加し、観

測パ 

ラメータに)存する（例Ý観測体積� 3000 8ME83、観測g度 �	
 � W1� B6< の場合、*�� 14 

で .�� �0、*�� 6 で .�� 3）。これらの結果は、P� �Mにおける星形成の増加が高い HS�R に

よるものではなく、⼤質量銀河の過密な分lによるものであることを示唆している。シミュ

レーションによる .�は観測されている P� +»（コマ銀河団のK駆体の可能性あり）とx合

する⼀方で、⼀Ðの M� 銀河も同程度の .�を示す。そこで、.�と最も質量の⼤きい銀河の 

�★�を用いた、よりロ4ストな P� 同定手法を提案した。コマ型銀河団のK駆体に必要な  

�★�のÔ値は、*�� 14で 10��1��⊙	から *�� 6で 101��2��⊙	とq定される。最cに、J0S- 観測

との⽐較により、現在知られている最も高赤方偏¨の銀河である GS-O14-0 および GS-O14-1 

は、コマ型銀河団のK駆体である可能性が高いと結論�けた。 

 

 

― 50 ―

筑波大学 計算科学研究センター 令和 6年度 年次報告書



筑波⼤学 計算科学研究センター 令和 6 年度 年次報告書 
 
 

 - �1 - 
 
 

高高¨̈度度��ÇÇÂÂii線線��··~~ににbb����YYTTWWÆÆqqÅÅÈÈシシミミBBHHーーシシDDンン 

®�に着�し細¯のサイ/分lと時間)存性、線偏光、円偏光成分の変化を考慮した 3 �

C輻射輸送モンテ,ルロ計算コードをÑ発した。®�の�療法として内視鏡�療をÎlする

かを�める×に、®�の��深さが 1.� BB を超えているかどうかが重要な要®となるため、

偏光を用いて®�の��深さ 1.� BB 以上を判別することを⼀つの�標として研究を進めた。

偏光を用いて�の��深さをどの程度判別できるのかをÁべるために、偏光の入射面からあ

る>さをもつ�層を配«し、それより深いÐ分は正n層を配«するような 2 層構造を考えて

シミュレーションを行った。入射波長 1�0 +B で計算した結果、^本的には時間¦過ととも

に D(�P は�Tする-Uにあるが、ある時�で増加-UにÅじることが分かった。そのタイ

ミングは�層の>�によって異なるので、その-Uを用いることで�の��深さを測定でき

ることが�認できた。定量的に評価するために、計算ボックス内が1て�細¯の場合と正n

細¯の場合の計算結果の中�線と 2 層構造の計算結果の線の��をÁべた。結果として、�

層の>�と D(�P の時間変化に相関が見られ、�層の>� � は中�線と��る時間 t に対

してほ�⽐例的なnる±いを示すことが分かった。さらに、入射波長 1.0	B では®�の�

�深さを 2.� BB まで判別できることが分かった。 

 


PU NN��¢¢VV��るる ��� ��にによよるる®®ssÍÍ^̂��SSココーー55ののÓÓ�� 

星形成などの宇宙における天体形成の現象には、物理的なÉÙスケールが'�も変�るも

のがNくある。これらの現象をシミュレーションするために、�⼦法を用いた数値計算では、

ÍS�⼦を配«することで必要な場hの解像度を上げることができる、Í合�⼦細分化法

（�96EtiK: B:H= r:fiC:B:Ct� �MR 法）が��く用いられている。⼀方、近年Nくのスーパー

コンピュータがtÊしている GPU に対vした �MR 法を用いた計算コードは、現�ほとん

どない。このような��に対vするために、本研究では星�星団形成に関するシミュレーシ

ョンを GPU 上で実行可能な、�MR 法をo用した¶\重力流体コードのÑ発を行っている。

このコードは、�MR 法をo用した¶\重力磁気流体コードである S�UM�-( �M6tHJBDtD 

200�� を^に4¿計したコードである。本年度は、|年度から引き©きÑ発を¨©し、 

MJAti<ri9 法を用いた¶\重力計算や光速制限法とモーメント法を用いた輻射輸送計算、Ô的

な時間発Vをo用した非平¹化学計算、星粒⼦などのシミュレーションに必要なモ.ュール

をE�Ñ発した。これにより、星団形成シミュレーションを実施する準,がxったため、�

年度には Miy67i などの GPU をtÊしたスーパーコンピュータでの成果8Eを実施する:

定である。 
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��vv成成ØØggにに����るる L+α YYTTWW����成成（（mmoo��ccµµ¦¦¡¡llÊÊ{{）） 

(ミ3Òには、鏡像異性体である L 型と D 型が存在し、実Úにおいては¢量が生成され

る。しかし、生Hを構成する(ミ3Òは L 型に限定されており、その理 は生H起�ともに、

長年Åのままとなっている。その起�の+»として、/行研究において�®ライマン α 円偏

光下の@vにおいて、L 型もしくは D 型がÎl的に生成される可能性が指摘されている。そ

こで、�®ライマン α 円偏光が宇宙空間でどれくらい存在するのか解明するために、星間空

間中の磁場によりx7したダスト粒⼦による光散乱について研究を進めている。本年度は|

年度から引き©き、実×の星形成�Mで Lyα 円偏光波が生成されるかをÁべた。星団形成に

ついての輻射磁気流体シミュレーションからsられた、ガス密度と磁場、そしてÚÙ�®の

空間分lを用いて、偏光波生成をVんだモンテ,ルロ輻射輸送計算を行い、Õ内ÐのE�が

Bける円偏光波強度についてhEすることを可能とした。結果として、ÚÙÝ]が拡⼤する

段階において、Õ内Ðの高密度ガス構造について、最⼤Üパー�ント程度の円偏光波をBけ

ることが判明した。今cは、E時刻のス�ップショットについても計算を行い、流体®�が

Bける円偏光度の時間進化についてもhEする:定である。 
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HB6AAH86A: ?:t A6JC8=:9 7y t=: 8:Ctr6A HJE:rB6HHiK: 7A68@ =DA: Df t=: r69iD <6A6My 3� 84. -=:H: 

D7H:rK6tiDCH w:r: 8DC9J8t:9 6t 6 fr:FJ:C8y Df 43 GHO DK:r 6 E:riD9 frDB 'DK:B7:r 2003 tD JJC: 2022. 
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iCt:rEr:t6tiDCH fDr t=: BDK:B:CtH Df 8DBEDC:CtH iC t=: ?:t. 
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@CDtH 6EE:6r:9 tD 7: BDKiC< f6Ht:r t=6C t=: Dri<iC6A �3 @CDt. -=: A6Ht twD Df t=:H: C:w @CDtH H::B:9 

tD 7: BDKiC< f6Ht:r t=6C t=: HE::9 Df Ai<=t� wit= 6EE6r:Ct HE::9H JE tD 67DJt 1.22 �. (Jr 86A8JA6tiDCH 

H=Dw t=6t t=: C:w @CDtH 6r: iCtriCHi86AAy BDKiC< f6Ht:r t=6C �3� r6t=:r t=6C t=iH 7:iC< 6C :ff:8t Df 

Ki:wiC< 6C<A:. 

(C: EDHHi7A: Dri<iC Df t=: C:w @CDtH iH t=6t t=: ?:t Bi<=t 7: r6Ei9Ay 8=6C<iC< itH 9ir:8tiDC� :it=:r 

r6C9DBAy Dr 9J: tD Er:8:HHiDC. �CDt=:r EDHHi7iAity iH t=6t t=: ?:t B6y =6K: 8DAAi9:9 wit= 6 8ADJ9 Df <6H 

6C9 B6y t=:r:7y =6K: 7::C HEAit 6C9 9:fA:8t:9 iCtD H:K:r6A ?:t Htr:6BH. �iC6AAy� it iH 6AHD EDHHi7A: t=6t 

t=: @CDtH w:r: A6JC8=:9 7y B6<C:ti8 r:8DCC:8tiDC :K:CtH. 

― 52 ―

筑波大学 計算科学研究センター 令和 6年度 年次報告書



筑波⼤学 計算科学研究センター 令和 6 年度 年次報告書 
 
 

 - �3 - 
 
 

-=iH wDr@ w6H EJ7AiH=:9 iC $6B :t 6A. �2024� 9Di�10.384�
1�38-43��
69�198�. 

 

 

���)��#� (�� $&���# �#� #�()&� $� (�� ��'(  #$(' �# �
 �� �&$" "��#�($�+�&$�+#�"�� 

�$#'���&�(�$#' 

0: JH:9 t=: '(�M� t:A:H8DE: tD ADD@ 6t 6 C:6r7y� yDJC<� 6C9 f6iCt r69iD HDJr8: �2 02�8+3� 7y 
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=69 Er:KiDJHAy ADD@:9 6t t=iH HDJr8: JHiC< 6 9iff:r:Ct fr:FJ:C8y ��(�1-0�� 6C9 fDJC9 HtrDC< :Ki9:C8: 

t=6t t=: EDw:rfJA ?:tH frDB t=: 8:Ct:r Df t=: <6A6My w:r: 8DAAi9iC< wit= t=: HJrrDJC9iC< <6H. -=iH 

8DAAiHiDC w6H 86JHiC< 6 A6r<: 6BDJCt Df t=: <6H� 67DJt ��� Df it C:6r t=: 8:Ct:r� tD 7: EJH=:9 DJtw6r9H 

iC 6C DJtfADw. 
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H=6E: Df 6 r6Ei9Ay <rDwiC< 7J77A:. -=: <6H iC t=iH 7J77A: iH BDKiC< 6t HE::9H JE tD 400 @B H�1. 
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w6H BJ8= =i<=:r fDr t=: <6H iC t=iH 7J77A: 6C9 6AHD iC 6r:6H f6rt=:r 6w6y frDB t=: ?:tH. (t=:r HtJ9i:H 
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図 1. Comparison of simulations and observations of the radio source B2 0258+35. The jet is 

blowing a strong bubble into the southern parts of the galaxy, increasing the CO(2-1) / CO(1-0) 

ratio there. Left: snapshots of simulation showing density (top) and velocity (bottom). Center: 

The geometry of the jets, radio bubbles, and galactic disc, with respect to the observer 

(telescope). Right: Observations of the CO(2-1) / CO(1-0) ratio. 
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9yC6Bi8H 6C9 8DC9itiDCH Df t=: 8DA9 <6H iC t=:ir =DHt <6A6Mi:H� w=i8=� iC tJrC� 86C iBE68t t=: 8DC9itiDCH 

fDr fDrBiC< C:w Ht6rH� =i<=Ai<=tiC< t=: iBEDrt6C8: Df f6iCt� 7Jt K:ry 8DBBDC r69iD HDJr8:H. 

-=iH wDr@ w6H EJ7AiH=:9 iC MJrt=y :t 6A. �202�� 9Di�10.10�1
0004-6361
2024�313��. 

 

��!���#(�&��(�#� ��&  ��((�& ������ のの 	$!(,"�## シシミミBBHHーーシシDDンン 

宇宙の構造形成における標準的なダークマターモデルであるコールドダークマターモデル

の問題�を解�するための手段として、ダークマター同士の衝突�散乱を考慮した¶\相互

作用ダークマター �H:Af-"Ct:r68tiC< D6r@ M6tt:r�S"DM� モデルが有力な+»として考えられて

いる。S"DM モデルでは、ダークマターに相対速度に)存した散乱z面積を持たせることで

ダークマターハローの質量にvじてその密度プロフ�イルが観測に合うようになるが、{存

の ' 体シミュレーションでは速度空間のサンプリングが�十分なために散乱�衝突のM果

を正�にAり入れた計算をすることがE�ていない。 

衝突項をショット3イ/の影響をBけずに数値計算するために、有限体積法に^�いてÙ

散化したダークマターの分l関数を用いて衝突項を計算する必要があるが、速度空間の � 重

積分で¸現されるため計算コストが極めて⼤きくなる。我�はこの衝突項の計算を高い計算

性能�メモリ4ンド_をもつ GPU を用いて高速化する研究をd�から行っている。2024 年

度は分l関数の形�にvじて計算コストを最Í化するための 696EtiK: Er:8iHiDC 8DCtrDA の 

°�をh入し⼤_な計算性能のU上を実現した。~に、ダークマターの分l関数を無衝突 

�DAtOB6CC 方程式（/A6HDK 方程式）にdって数値的に解く /A6HDK シミュレーションのコー

ドと°�合�せることで、�界で初めて 6 �C%相空間での �DAtOB6CC 方程式の数値シミ

ュレーションを実現し、ショット3イ/の影響をBけない S"DM の数値シミュレーションが

可能となった。 

 

ププララ--ママシシミミBBHHーーシシDDンンにに����るるÏÏkkµµ¦¦のの\\�� 

宇宙プラ/マ現象の数値シミュレーションでは、⼤規模スーパーコンピュータを用いた高

解像度�高精度な数値シミュレーションが行�れてきた。しかし、⼤小さまざまの特f的な

空間的スケールが存在するため空間グリッドのステンシル数に対して必要となる計算È�が

高�にスケールすることが�本的なÄ題である。 

― 54 ―

筑波大学 計算科学研究センター 令和 6年度 年次報告書



筑波⼤学 計算科学研究センター 令和 6 年度 年次報告書 
 
 

 - �� - 
 
 

この問題を�本的に解�するためのÁ�として、量⼦(ル�リ/ムを用いた /A6HDK 方程

式の数値シミュレーションの研究を行った。2体的には /A6HDK 方程式におけるN�Cでの

数値¨流スキームを量⼦特異値変r �*J6CtJB SiC<JA6r /6AJ: -r6CHfDrB6tiDC� *S/-� を用いて

量⼦計算のハミルト2(ンにLめÈ ことで、量⼦計算によって /A6HDK 方程式の数値シミ

ュレーションを行い、2 流�P定性などの計算することに成9した。 

 

��rrËË__��るる超超­­��降降着着YY��のの研研究究 

恒星質量ブラックホールのエディントン光度を超える明るさで輝く、超⼤光度 X 線� 

�ULXH� で 1-100  程度の光度の準G期n動が観測されており、その原IのÜつとして�[

Ì動する超臨界降着円盤が考えられている。/行研究では降着�が&いことを>定しており、

ULXH のような明るい天体にはÍ用できない。そこで、本研究では�[Ì動する超臨界降着

円盤の長時間計算を実施した。その結果、.)ットや輻射のwE方Uが降着円盤の�[Ì動

とともに、�[Ì動することを示した。その�[Ì動のG期は約 10  程度であり、 ULXH 

で観測された準G期n動をÃ明できる可能性を示した。また、光度が時間とともに、最⼤で
数十倍以上⼤きくなり、そのc�光していく�⼦も長時間計算によって�認することができ

た。 

 

		����||«« 



学学%%論論yy�� 

ÞÞ==士士論論yyßß 

1. U形§�´ 

-=r::-9iB:CHiDC6A R69i6tiDC Hy9rD9yC6Bi8H SiBJA6tiDCH Df 06C9:riC< �A68@ HDA:H� �ff:8tH Df 

�CiHDtrDEi8 R69i6tiDC �::9768@ iC DJHty-G6H 

 

ÞÞ**士士論論yyßß 

1� 黒�º太Ï 

輻射流体シミュレーションによる降着円盤の�的�P定とラインフ�ース駆動型円盤

Øの時間変動の研究 

2� 上野²� 

深層学¬を用いたエディントンテン�ルのq定Ý⼀般相対論的輻射磁気流体力学計算の

高精度�高速化 

�� 松本5 

原始惑星系円盤への外Ð輻射の影響 
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�� ]�⼀} 

近赤外線�Àzの高精度化にUけた時間)存型円偏光波輸送シミュレーション 

�� 近¶Æ成 

機�学¬を用いた近赤外線イメー.ングによる°E·Àzの限界深度に関する研究 

�� W口未� 

SiBJAt6C:DJH �DrB6tiDC Df t=: �C9rDB:96 Gi6Ct SDJt=:rC Str:6B 6C9 �6Ht:rC �Mt:Ct 

�� ��拓R 

PrD7A:BH Df SBDDt=:9 P6rti8A: Hy9rD9yC6Bi8H 6C9 �EErD68=:H -Dw6r9H -=:ir SDAJtiDCH 

�� Wµ­太Ï 

GPU を用いた 6 �C �DAtOB6CC シミュレーションの高速化 

�� "¶J� 

GPU と�s発性メモリを用いた /A6HDK シミュレーションの高度化 

 

ÞÞ学学士士論論yyßß 

1� 松¶:^ 

機�学¬による輻射ス�クトルからのブラックホール物理量のq定 

2� 中UÙF 

⼀般相対論的輻射磁気流体力学計算による超臨界&½Ì動量ブラックホール降着流の

研究� スリム円盤モデルとの⽐較 

�� 小XÛ生 

⼀般相対論的輻射輸送計算を用いたブラックホール降着円盤と相対論的.)ットが作

りEす偏光 X 線の研究 

�� 岩崎­流 

ライマン(ルフ�輝線マップによる宇宙⼤規模フィラメント構造と¥小銀河形成の研

究 

�� 岡野海生 

グリ(細¯(ストロサイトの近赤外線@v特性の解明 

�� "達皓星 

機�学¬を用いた高赤方偏¨銀河の物理量解析モデルの構« 

�� 竹内⼤} 

銀河衝突と流体力学相互作用の研究にUけて 

�� 加¶杏実 

宇宙⼤規模構造における重力波の伝播 
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�� �"輝 

M:H=A:HH 法を用いた数値流体力学計算の S"MD �7化による高速化 
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1. ⼤須賀健. Ø中É¼「降着の物理と輻射流体力学の^礎」、·合研究大学院大学. (8t. 21Q

22、 2024. 
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1. ⼤須賀健、± ��回u本天y学��y研究E=論yÊ、S-=: Dri<iCH 6C9 iBE68t Df DJtfADw 

frDB HJE:r-�99iC<tDC fADwT、  -6@66@i $it6@i 6C9 S=iC MiC:H=i<: 6C9 $:C (=HJ<6 6C9 

-DBD=iH6 $6w6H=iB6、202� 年 3{ 18u 

2. ⼤須賀健、²波大学 ���	���%&����'�&)��� ��$、202� 年 2{ 1�u  

3. 矢島秀伸、± 	期 �����
��フ)ロー、（研究Ä題� 大規模シミュレーションと �" の

Ã合で8るÒ新的光医療Àz） 

 

iiÌÌ¿¿ÐÐ��

ÞÞ!!¸̧½½ßß 

1. 富岳成果8E加速プログラム R� 年度�R� 年度Ý⼤須賀健 

「シミュレーションと �" のÃ合で解明する宇宙の構造と進化」 

（R6 年度 2�0� �円Ú1体 8100 �円） 

2. JS- 8発的研究so事� R3 年度�R� 年度Ý矢島秀伸 

宇宙物理輻射輸送計算で拓く新しい生体医用光学」 

（R6 年度 8�0 �円Ú1体 ��16 �円） 

3. ^盤研究 ���（⼀般）R3 年度�R� 年度Ý⼤須賀健 

「超⼤規模計算と超高精度観測で解き明かすブラックホール.)ットの駆動機構とN

�性」 

（R6 年度 �4� �円Ú1体 32�6 �円） 

4. ^盤研究 ��� R3 年度�R� 年度Ý矢島秀伸 

「高精度原始銀河団シミュレーションによる銀河形成と宇宙4ÚÙ研究の新VÑ」 

（R6 年度 ��3 �円Ú1体 3210 �円） 

�. ^盤研究 ���（⼀般）R3 年度�R6 年度Ý吉川耕司「宇宙⼤規模構造から�も解く �DM 

パラダイムを超えたダークマター」 

（R6 年度 140 �円Ú1体 11�0 �円） 
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6. ^盤研究 ���（⼀般）R6 年度�R� 年度Ý森正夫 

「HJCtiC< D6r@ S6t:AAit:H PrD7A:B� ダークマターパラドクスの解明」 

（R6 度 120 �円Ú1体 360 �円） 

�. ^盤研究 ��� R� 年度�R� 年度Ý朝⽐奈雄太 

「⼀般相対論的輻射磁気流体力学計算による�[.)ットとG期的光度変動の解明」 

（R6 年度 �0 �円Ú1体 210 �円） 

8. À手研究 R� 年度�R8 年度Ý福島肇 

「高赤方偏¨銀河における��星団形成過程の研究」 

（R6 年度 80 �円Ú1体 360 �円） 

 

ÞÞ分分kk½½ßß 

1. ^盤研究 ��� R6 年度�R� 年度Ý⼤須賀健（!¸½ÝÖ�=�） 

「Û�度⼀般相対論的輻射磁気流体計算で解くブラックホール流の構造�Ú⼦�度�

w射」 

（R6 年度分kÐ 30 �円Ú分kÐ1体 120 �円） 

2.  ^盤研究 ��� R3 年度�R6 年度Ý⼤須賀健（!¸½Ý高�2太） 

「高精度⼀般相対論的輻射輸送でmる超巨⼤ブラックホールの時空構造と起�」 

（R6 年度分kÐ �0 �円Ú分kÐ1体 1�0 �円） 

3. ^盤研究 ��� R3 年度�R6 年度Ý朝⽐奈雄太（!¸½Ý高�2太） 

「高精度⼀般相対論的輻射輸送でmる超巨⼤ブラックホールの時空構造と起�」 

（R6 年度分kÐ 20 �円Ú分kÐ1体 80 �円） 

4. ^盤研究 ��� R3 年度�R6 年度Ý矢島秀伸（!¸½Ý"�野⼤�） 

「超高分解能サブミリ波観測による⼤質量銀河の形成過程の解明」 

（R6 年度分kÐ 10 �円Ú分kÐ1体 �� �円） 

�. ^盤研究 ��� R4 年度�R8 年度Ý矢島秀伸（!¸½Ý⼤U⼀行） 

「宇宙初期の星団形成過程から解明する初!銀河の性質と巨⼤ブラックホールの起�」 

（R6 年度分kÐ 10 �円Ú分kÐ1体 2�0 �円） 

6. ^盤研究 ��� R6 年度�R� 年度Ý矢島秀伸（!¸½ÝU崎^） 

「超⼤型}Î鏡でのX視野面分光による宇宙構造進化の新n像�sへUけた/駆的j

¸Ñ発」 

（R6 年度分kÐ � �円Ú分kÐ1体 20 �円） 

�. 特別q進研究 R6 年度�R12 年度Ý矢島秀伸（!¸½Ý*�_a） 

「究極のす�る}Î鏡へ� X視野»)光学による近赤外深m�で解明する銀河宇宙;」 

（R6 年度分kÐ 40 �円Ú分kÐ1体 280 �円） 
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8. ^盤研究 ��� R6 年度�R8 年度Ý森正夫（!¸½Ý5Á�;） 

「銀河の恒星系動力学理論とそのv用に^�く銀河暗黒物質の解明」 

（R6 年度分kÐ 80 �円Ú分kÐ1体 180 �円） 

�. 富岳成果8E加速プログラム R� 年度�R� 年度Ý吉川耕司 

「シミュレーションと �" のÃ合で解明する宇宙の構造と進化」サブÄ題 �-2「/A6HDK 

シミュレーションによる宇宙⼤規模構造に対する2ュートリ3の力学的影響」（!¸

½Ý⼤須賀健） 

（R� 年度 2� �円） 
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筑波大学 計算科学研究センター 令和 6年度 年次報告書

― 59 ―



筑波⼤学 計算科学研究センター 令和 6 年度 年次報告書 
 
 

 - 60 - 
 
 

J0S- (7H:rK6tiDCH� D:CHity-7DJC9:9 ':7JA6: Dr �M8it:9 H " �ADJ9H�T 
#����4.2� 180 �(8t. 

2024�. P. 180. 9Di� 10.384�
1�38-43��
69�0��. 

8. HirDtD 26C6<iH6w6� M6H6Bi (J8=i� $Jri6 06t6C67:� �@iCDri M6tHJBDtD� $iBi=i@D 

'6@6?iB6� :t 6A. iC8A. H6?iB: �J@JH=iB6� Hi9:CD7J 26?iB6. SStrDC< H: " �BiHHiDC LiC:H iC 

Hi<= '
( G6A6Mi:H 6t O ��6 "9:Ctifi:9 iC J0S- SE:8tr6� Hi<= H:
H �7JC96C8: R6tiDH Dr Hi<= 

�A:8trDC D:CHiti:H�T 
#����4.2� 266 �(8t. 2024�. P. 266. 9Di� 10.384�
1�38-43��
69�2:8. 

�. 2i XJ� M6H6Bi (J8=i� Hi9:CD7J 26?iB6� H6?iB: �J@JH=iB6� 2Ji8=i H6ri@6C:� :t 6A. 

SDyC6Bi8H Df 6 G6A6My 6t O � 10 �MEADr:9 7y J0S- "Ct:<r6A �i:A9 SE:8trDH8DEy� HiCtH Df 

RDt6tiC< DiH@ SJ<<:HtiC< 0:6@ �::9768@T. 
#�� ��6.1� 142 �'DK. 2024�. P. 142. 9Di� 

10.384�
1�38-43��
 698299. 

10. �@i=irD "CDJ:� $:C (=HJ<6� HirDyJ@i R. -6@6=6H=i� 2Jt6 �H6=iC6� 6C9 M6tt=:w J. Mi99A:tDC. 

SGR-RMHD SiBJA6tiDCH Df SJE:r-�99iC<tDC �88r:tiDC �ADwH DCtD 6 ':JtrDC St6r wit= 

DiEDA: 6C9 *J69rJEDA: M6<C:ti8 �i:A9HT. 
#�� ���.1� 10 �D:8. 2024�. P. 10. 9Di� 

10.384�
1�38-43��
 69888�.  

11. -6@J=irD 2J6H6 6C9 M6H6D MDri. S'DK:A =y9rD9yC6Bi8 H8=:B:H 86EtJriC< H=D8@H 6C9 

8DCt68t 9iH8DCtiCJiti:H 6C9 8DBE6riHDC HtJ9y wit= :MiHtiC< B:t=D9HT. N�(�
�10�� 102208 

�JJAy 2024�. P. 102208. 9Di� 10.1016
?.C:w6Ht.2024.102208. 

12. S=D<D 2DH=iD@6� S=iC MiC:H=i<:� $:C (=HJ<6� -DBD=iH6 $6w6H=iB6� 6C9 -6@66@i $it6@i. 

SR69i6tiDC 6C9 DJtfADw ErDE:rti:H Df HJE:r-�99iC<tDC 688r:tiDC fADwH 6rDJC9 K6riDJH B6HH 

8A6HH:H Df 7A68@ =DA:H� D:E:C9:C8: DC t=: 688r:tiDC r6t:HT. �
����6.� �(8t. 2024�. PE. 101�Q

102�. 9Di� 10.10�3
E6H?
EH6:06�. 

13. 2J@6 $6C:96� M6H6D MDri� 6C9 $D@i (t6@i. S� JCiK:rH6A H86AiC< r:A6tiDC iC8DrEDr6tiC< t=: 

8JHEtD-8Dr: tr6CHitiDC Df 96r@ B6tt:r =6ADHT. �
����6.� �(8t. 2024�. PE. 1026Q1040. 9Di� 

10.10�3
 E6H?
EH6:068. 

14. H6?iB: �J@JH=iB6 6C9 Hi9:CD7J 26?iB6. S"BE68tH Df Ht:AA6r wiC9 6C9 HJE:rCDK6: DC Ht6r 

8AJHt:r fDrB6tiDC� (ri<iCH Df :Mtr:B:Ay =i<= '
( r6tiDH 6C9 BJAtiEA: Ht:AA6r EDEJA6tiDCHT. 

�
����6.� �(8t. 2024�. PE. 1122Q1130. 9Di� 10.10�3
E6H?
EH6:0�4. 

1�. 2J= -HJC:tD:� -DBD=iH6 $6w6H=iB6� $:C (=HJ<6� 6C9 S=iC MiC:H=i<:. SSJrK:y Df CDC-
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EH6:0�8. 

18. SJB6 MJrt=y� R6ff6:AA6 MDr<6Cti� -DB (DHt:rADD� DiE6C?6C MJ@=:r?::� SJJ9: �6yr6B� :t 6A. 
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D7H:rK:9 iB6<:T. �A68@ HDA: �MEADr:r J6E6C 0Dr@H=DE �-D@yD� J6E6C� JJC: 24Q2�� 2024�. 

�. R. $D76y6H=i� H. R. -6@6=6H=i� �. 'J@696� 2. �H6=iC6� -. �D@J� :t 6A. S�88:A:r6tiC< G:C:r6A 

R:A6tiKiHti8 R69i6tiDC M6<C:tD=y9rD9yC6Bi8 SiBJA6tiDCH wit= GPUHT. HP� �S"� 202� 

�-6iE:i� -6iw6C� �:7. 1�Q21� 202��. 

10. �. (<6t6� $. (=HJ<6� 6C9 H. �J@JH=iB6. S�DC9i-HDyA:-LyttA:tDC �88r:tiDC DCtD S::9 �A68@ 

HDA:H iC t=: �6rAy UCiK:rH:T. �AJ8i96tiC< t=: M6t:ri6A �ir8JA6tiDC iC t=: �6rAy UCiK:rH: 

�-D@yD� J6E6C� M6r. 10Q12� 202��. 

11. HyDC7: P6r@ 6C9 Hi9:CD7J 26?iB6. S"BE68t Df H:Af-H=i:A9iC< BiCi=6ADH DC t=: Ly6 fDr:Ht 6t 

=i<= r:9H=iftT. �DHBi8 D6wC 6t Hi<= L6titJ9:H �DCf:r:C8: �StD8@=DAB UCiK:rHity� Sw:9:C� 

JJC: 24Q 28� 2024�. 

12. �. 2. 06<C:r. SR:A6tiKiHti8 ?:t HiBJA6tiDCH Df 7A68@-=DA: f::9768@T. 1Ht U ""S8--HJ@J76 JDiCt 

0Dr@H=DE fDr �DBEJt:r S8i:C8:H �HP�� �DCAiC:� M6r. 26� 202��. JrA� 

=ttEH�

www.88H.tHJ@J76.68.?E
Jt-iiH8-wH
. 

13. H. 26?iB6. S�ri<=t G6A6Mi:H 6C9 Gi6Ct H"" �J77A:H iC PrDtD8AJHt:rH 6t t=: �ED8= Df 

R:iDCiO6tiDCT. 10t= G6A6My �KDAJtiDC 0Dr@H=DE �-6iE:i� -6iw6C� �J<. 6Q�� 2024�. 

14. Hi9:CD7J 26?iB6. SD:K:ADEB:Ct Df t=: C:6r-iCfr6r:9 iB6<iC< t:8=CiFJ: fDr 8:r:7r6A 

=:BDrr=6<: 7y r69i6tiK: tr6CHf:r 86A8JA6tiDCHT. 16t= HyBEDHiJB DC DiH8DK:ry� �JHiDC� 

�r:6tiDC Df ':w $CDwA:9<: 7y MJAti9iH8iEAiC6ry �DBEJt6tiDC6A S8i:C8:H ��ED8=6A -HJ@J76 

"Ct:rC6tiDC6A �DC<r:HH �:Ct:r� (8t. �Q8� 2024�. 

1�. Hi9:CD7J 26?iB6. SGi6Ct H"" 7J77A:H iC ErDtD8AJHt:r r:<iDCHT. HDC<D 218B wDr@H=DE 

�-D@yD UCiK:rHity� (8t. 3Q4� 2024�. 

16. Hi9:CD7J 26?iB6. SR69i6tiK: -r6CHf:r SiBJA6tiDCH� �EEAi86tiDCH tD �DHBi8 R:iDCiO6tiDC� 

�HtrD7iDAD<y� 6C9 M:9i86A S8i:C8:T. ��S-L�'L 8DAA67Dr6tiDC B::tiC< �L6wr:C8: �:r@:A:y 

'6tiDC6A L67Dr6tDry� 'DK. �Q8� 2024�. 

1�. $D=?i 2DH=i@6w6. SS"MD �88:A:r6tiDC Df P6rti8A:-76H:9 =y9rD9yC6Bi8 SiBJA6tiDCT. ��S-

L�'L 8DAA67Dr6tiDC B::tiC< �L6wr:C8: �:r@:A:y '6tiDC6A L67Dr6tDry� 'DK. �Q8� 2024�. 

 

��������ffXXllRRKK研研究究RR��²²��

�� zzww»»����

1. 福島肇. S高赤方偏¨銀河におけるクランプ構造内Ðの星�星団形成解明に けてT. 

銀河 "GM 研究� 2024 �YK⼤学� YK� �J<. 1�Q22� 2024�. 

2. ⼤須賀健� Ö�=�� 川島|N� 朝⽐奈雄太� �上F⼤� :t 6A. Sブラックホール（Dr 中

性⼦星）降着流と@E流の数値シミュレーション�最近の成果と今cの発V�T. 
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�MEADriC< �Mtr:B: -r6CHi:CtH� �B:r<iC< �rDCti:rH 6C9 �=6AA:C<:H ��Ï⼤学� �J<. �Q�� 

2024�. 

3. 野�真理⼦� ⼤須賀健� �本R^� 工¶¨\� >��⼀� :t 6A. SX 線観測と理論研究の

⽐較による円盤Øの加速メ,2/ムと構造の解明にUけてT. ± 24 回高宇Ë研究�

Ù=士論y発¸�「XR"SM の初期成果と未�への期r」�⼤Ñ⼤学� M6r. �Q�� 202��. 

4. 矢島秀伸. SR:H:6r8= �rDCti:r Df G6A6My �DrB6tiDC 6C9 itH �JtJr:T. -M--����SS2024 ��

4⼤学� JJC: 10Q12� 2024�. 

�. 矢島秀伸. S光輸送シミュレーションと �" による生体イメー.ングj¸のÑ拓T. °

機能とイメー.ング�ークショップ �²波⼤学� JJC: 12� 2024�. 

6. 矢島秀伸. S�DrB6tiDC Df HJE:r-9iHt6Ct <6A6Mi:H wit= Ht:AA6r f::9768@T. 高エ�ル�ー宇宙

物理学研究� 2024 ��4⼤学� (8t. 21Q23� 2024�. 

�. 矢島秀伸. S原始銀河団シミュレーションÝ⼤質量銀河形成��G'�フィード4ックにつ

いてT. �G' �::9iC< 6C9 �::9768@ iC M6HHiK: G6A6Mi:H 6t t=: �:Ct:rH Df G6A6My �AJHt:rH �×

*島⼤学� 'DK. 11Q13� 2024�. 

8. 矢島秀伸. S超Î方銀河形成メ,2/ムÝシミュレーションの現�と問題T. 7極 12B 

テラ	ルツ}Î鏡で明らかにする銀河とブラックホールの形成と進化 �国立極C研

究h���� M6r. 13Q14� 202��. 

�. 吉川耕司. SS"MD 688:A:r6tiDC Df E6rti8A:-76H:9 HiBJA6tiDC 6C9 /A6HDK HiBJA6tiDC DC �64�X 

ErD8:HHDrT. ± 14 回 �64�X Uけ�ュー2ングj¸検討� �+ンライン� JJC: 4� 

2024�. 

 

	� ��ののPPのの��²²��

1. 朝⽐奈雄太� 上野²�� �D &� 松¶:^� ⼤須賀健� :t 6A. S機�学¬を用いた⼀般

相対論的輻射磁気流体力学計算の高速化T. 名⼤ "S�� 研究Ø�「dE«学j¸との

Ã合による太ÔB物理学の新VÑ」�名9O⼤学� S:Et. �Q10� 2024�. 

2. 朝⽐奈雄太 6C9 ⼤須賀健. S超臨界降着円盤の�[Ì動による光度の時間変動T. u

本天y学� 2024 年ªJ年� �関Å学院⼤学� S:Et. 11Q13� 2024�. 

3. 朝⽐奈雄太 6C9 ⼤須賀健. S�[Ì動する超臨界降着円盤の⼀般相対論的輻射磁気流

体力学シミュレーションT. u本流体力学�年� 2024 �フ�レスト�:� S:Et. 2�Q2�� 

2024�. 

4. 朝⽐奈雄太 6C9 ⼤須賀健. S�[Ì動する超臨界降着円盤の長時間シミュレーショ

ンT. �>Ý年度国立天y: �f�� 
ー�ー/ミーティング �国立天y:� 'DK. 2�Q

26� 2024�. 
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�. 朝⽐奈雄太  6C9 ⼤須賀健 . SG:C:r6A R:A6tiKiHti8 R69i6tiDC M6<C:tD=y9rD9yC6Bi8H 

SiBJA6tiDCH Df Pr:8:HHiC< SJE:r-�99iC<tDC DiH@HT.「富岳」成果8E加速プログラム�^

礎«学合同シン�.�ム 2024 �(ー4ン�ット©�,ンフ�レンス� J6C. 8Q10� 202��. 

6. 朝⽐奈雄太 6C9 ⼤須賀健. S�[Ì動する超臨界降着円盤の GR-RMHD 計算Ýトー

ラスサイ/)存性T. ブラックホール.)ット�降着円盤�円盤Ø研究� 202� �名9

O]立⼤学� M6r. �Q�� 202��. 

�. 松本5 6C9 福島肇. S原始惑星系円盤への外Ð輻射の影響T. u本天y学� 2024 年

ªJ年� �関Å学院⼤学� S:Et. 11Q13� 2024�. 

8. 野崎$F� 福島肇� ]�⼀起� 6C9 ¡�正=. Sトレーサー粒⼦を実Äした 3 �C流体

力学数値計算に^�く星形成分⼦Õコ(の同定とその時間発VT. u本天y学� 

2024 年ªJ年� �関Å学院⼤学� S:Et. 11Q13� 2024�. 

�. 福島肇 6C9 松本%明. SGPU 上で動く �MR 流体計算コードのÑ発と現�につい

てT. 初!星�初!銀河研究� 2024 �$V⼤学� 'DK. 11Q13� 2024�. 

10. 福島肇 6C9 松本%明. SGPU 上で実行可能な �MR 法による流体コードのÑ発T. �

>Ý年度国立天y: �f�� 
ー�ー/ミーティング �国立天y:� 'DK. 2�Q26� 2024�. 

11. 松本/ 6C9 福島肇. S原始惑星系円盤の外Ð輻射への影響T. �>Ý年度国立天y: 

�f�� 
ー�ー/ミーティング �国立天y:� 'DK. 2�Q26� 2024�. 

12. 福島肇 6C9 松本%明. SGPU 上で動く �MR ¶\重力流体計算コードのÑ発T. ±Ü

Þ回理論hシン�.�ム �国立天y:� D:8. 24Q26� 2024�. 

13. 松本/ 6C9 福島肇. S原始惑星系円盤への外Ð輻射の影響T. ±ÜÞ回理論hシン�

.�ム �国立天y:� D:8. 24Q26� 2024�. 

14. 福島肇. SGPU を用いた �MR 法による¶\重力流体計算コードのÑ発T. ��!サ

ブミリ波観測�シミュレーション計¢検討� 202� �\�場� �:7. 1�Q21� 202��. 

1�. 福島肇. SGPU 上で­(する輻射流体計算コードのÑ発と星団形成シミュレーショ

ンT. ± 24 回 Hi<= P:rfDrB6C8: �DBEJtiC< P=yHi8H �HP�-P=yH� 3強� �+ンライン� 

M6r. �� 202��. 

16. 福島肇 6C9 松本%明. SGPU 上で動く �MR 法による¶\重力流体コードのÑ発T. 

u本天y学� 202� 年vJ年� ��i]��Ô� M6r. 1�Q20� 202��. 

1�. 野崎$F� 福島肇� ]�⼀起� 6C9 ¡�正=. S3 �C磁気流体数値計算でmる原始星

への質量降着過程の定量的評価T. u本天y学� 202� 年vJ年� ��i]��Ô� 

M6r. 1�Q20� 202��. 

18. !�木ÇÂ� �野成夫� 福島肇� ¶�真司� 6C9 野崎$F. S分⼦Õの構造進化の理解

にUけたシミュレーションと観測データの解析T. u本天y学� 202� 年vJ年� 

��i]��Ô� M6r. 1�Q20� 202��. 
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1�. 堀江秀 6C9 矢島秀伸. S°E·の¶動ÀzにUけた機�学¬(ル�リ/ムのÑ発T. 

(Eti8H � P=DtDCi8H J6E6C 2024 �Ú気Ê$⼤学� 'DK. 2�� 2024�. 

20. 堀江秀. S数値シミュレーションでmる分⼦Õ衝突による星形成と銀河進化T. ��!

サブミリ波観測�シミュレーション計¢検討� 202� �\�場� �:7. 1�Q21� 202��. 

21. ]�⼀}� 矢島秀伸� 6C9 曽我健太. Sがん細¯のサイ/分lを考慮した近赤外円偏光

波数値シミュレーションT. (Eti8H � P=DtDCi8H J6E6C 2024 �Ú気Ê$⼤学� 'DK. 2�� 2024�. 

22. ]�⼀}� 矢島秀伸� 6C9 曽我健太. S近赤外線�Àzの高精度化にUけた時間)存型

円偏光波輸送シミュレーションT. 計算メディ,ルサイエンス事�Ð+Ñシン�.�

ム 2024 �²波⼤学� D:8. 23� 2024�. 

23. 近¶Æ成� 矢島秀伸� 6C9 福島肇. S機�学¬による散乱光シグ�ルを用いた<8体の

Ì問題解析T. (Eti8H � P=DtDCi8H J6E6C 2024 �Ú気Ê$⼤学� 'DK. 2�� 2024�. 

24. 森正夫 6C9 Ð�.Õ. S�=6r68t:riHti8 M6HH S86A: fDr t=: �JHE-�Dr: -r6CHitiDC iC D6r@ 

M6tt:r H6ADHT. u本天y学� 2024 年ªJ年� �関Å学院⼤学� S:Et. 11Q13� 2024�. 

2�. W口未�� 森正夫� �原S�� 小上�� 5Á�司� :t 6A. S�DrB6tiDC Df t=: �C9rDB:96 

Gi6Ct SDJt=:rC Str:6B 6C9 �6Ht:rC �Mt:CtT. u本天y学� 2024 年ªJ年� �関Å学院

⼤学� S:Et. 11Q13� 2024�. 

26. 森正夫. S(C8: JEDC 6 tiB: iC �C9rDB:96T. -=: /iDA:Ct UCiK:rH: �国立天y:� (8t. 2Q3� 

2024�. 

2�. W口未�� 森正夫� �原I�� �木�平� 小上�� :t 6A. S重C®量分lでmる(ンドロ

メダストリームと �6Ht:rC �Mt:Ct の形成過程T. -=: /iDA:Ct UCiK:rH: �国立天y:� (8t. 

2Q3� 2024�. 

28. µØ%� 森正夫� 6C9 Ð�.Õ. Sダークマターハローの,スプコ(Í¨における物理

��T. 天体形成研究� �²波⼤学� (8t. 18Q1�� 2024�. 

2�. W口未�� 森正夫� �原I�� �木�平� 小上�� :t 6A. S�DrB6tiDC S8:C6riDH Df t=: 

�C9rDB:96 Gi6Ct SDJt=:rC Str:6B 6C9 �6Ht:rC �Mt:Ct Er:9i8t:9 7y B:t6AAi8ity 9iHtri7JtiDCT. 

天体形成研究� �²波⼤学� (8t. 18Q1�� 2024�. 

30. ��拓R� 森正夫� 6C9 �木�平. SSyBEA:8ti8 "C9iKi9J6A "Ct:<r6tDr iC SPHT. 天体形成研

究� �²波⼤学� (8t. 18Q1�� 2024�. 

31. 高Wy; 6C9 森正夫. S超巨⼤ブラックホールの�動性と銀河衝突T. 天体形成研究

� �²波⼤学� (8t. 18Q1�� 2024�. 

32. Ð�.Õ 6C9 森正夫. SSt:AA6r Htr:6B に�る£Ëを用いた 96r@ B6tt:r =6AD m¶T. ス

クール型研究�Ý宇宙における暗黒物質とそのm� ���国立⼤学� 'DK. �Q8� 2024�. 
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33. µØ%� 森正夫� 6C9 Ð�.Õ. S�=6r68t:riHti8 M6HH S86A: fDr t=: �JHE-�Dr: -r6CHitiDC iC 

D6r@ M6tt:r H6AD:HT. スクール型研究�Ý宇宙における暗黒物質とそのm� ���国

立⼤学� 'DK. �Q8� 2024�. 

34. Ð�.Õ� 森正夫� �原I�� �木�平� 6C9 �C9r:6H �Jr@:rt. Sパラレルステラースト

リームを用いたダークマターサブハローm¶T. u本天y学� 202� 年vJ年� ��

i]��Ô� M6r. 1�Q20� 202��. 

3�. W口未�� 森正夫� �原I�� �木�平� 小上�� :t 6A. SSiBJAt6C:DJH fDrB6tiDC Df t=: 

�C9rDB:96 Gi6Ct SDJt=:rC Str:6B 6C9 �6Ht:rC �Mt:CtT. u本天y学� 202� 年vJ年� 

��i]��Ô� M6r. 1�Q20� 202��. 

36. �²平� Ð�.Õ� 森正夫� 6C9 µØ%. S銀河スケールにおけるダークハローの,ス

プQコ(Í¨とその起�T. u本天y学� 202� 年vJ年� ��i]��Ô� M6r. 1�Q

20� 202��. 

3�. µØ%� 森正夫� Ð�.Õ� 6C9 �²平. Sダークマターハローの,スプ-コ(Í¨にお

ける臨界��T. u本天y学� 202� 年vJ年� ��i]��Ô� M6r. 1�Q20� 202��. 

38. Ð�.Õ� 森正夫� 6C9 天°#�. S�'' を用いた��ストリームによるダークマタ

ーハローの密度分lq定T. D�"M202� ± 1� 回データ工学とdEマ�.メントに関

するフ�ーラム（± 23 回u本データ
ース学�年�⼤�）�福岡国×�議場� �:7. 2�� 

202��. 

3�. ¿岡Nb� X重g� ⼤須賀健� Ö�=�� 6C9 川島|N. S⼀般相対論的輻射磁気流体

力学計算でmる超臨界降着流の⼤]的.)ットT. u本天y学� 2024 年ªJ年� 

�関Å学院⼤学� S:Et. 11Q13� 2024�. 

40. 黒�º太Ï� ⼤須賀健� 野�真理⼦� 6C9 �z-�. S輻射流体計算による JAtr6 f6Ht 

DJtfADw の時間変動の研究�XR"SM での観測にUけて�T. u本天y学� 2024 年

ªJ年� �関Å学院⼤学� S:Et. 11Q13� 2024�. 

41. �十U太⼀� ¡�真º� 9W�成� W�真�� 高�=�� :t 6A. SXR"SM にUけた 

SS433 の輻射磁気流体シミュレーションT. u本天y学� 2024 年ªJ年� �関Å学

院⼤学� S:Et. 11Q13� 2024�. 

42. ¿岡Nb� X重g� ⼤須賀健� 川島|N� 6C9 4木I明. S超臨界降着流の⼤局的(�

トフローの質量降着�)存性T. �MEADriC< �Mtr:B: -r6CHi:CtH� �B:r<iC< �rDCti:rH 6C9 

�=6AA:C<:H ��Ï⼤学� �J<. �Q�� 2024�. 

43. U形§�´� ⼤須賀健� 6C9 福島肇. SDJHty <6H 中を�う¬ブラックホールの �DC9i-

HDyA:-LyttA:tDC 降着過程 T. �MEADriC< �Mtr:B: -r6CHi:CtH� �B:r<iC< �rDCti:rH 6C9 

�=6AA:C<:H ��Ï⼤学� �J<. �Q�� 2024�. 
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44. 小XÛ生 6C9 ⼤須賀健. S⼀般相対論的輻射輸送計算でmるブラックホール降着円盤

の偏光 X 線の起�T. 天体形成研究� �²波⼤学� (8t. 18Q1�� 2024�. 

4�. 中UÙF� ⼤須賀健� 6C9 朝⽐奈雄太. S⼀般相対論的輻射磁気流体計算でmる超臨界

&½Ì動量降着流ß½Ì動量と光度の関係T. 天体形成研究� �²波⼤学� (8t. 18Q1�� 

2024�. 

46. 松¶:^� 朝⽐奈雄太� 6C9 ⼤須賀健. SLi<=tG�M を用いたブラックホール降着円盤

の S�D のq定T. 天体形成研究� �²波⼤学� (8t. 18Q1�� 2024�. 

4�. 上野²�� 朝⽐奈雄太� ⼤須賀健� 矢島秀伸� 6C9 福島肇. S機�学¬を用いたエディ

ントンテン�ルのq定T. 天体形成研究� �²波⼤学� (8t. 18Q1�� 2024�. 

48. 黒�º太Ï� ⼤須賀健� 野�真理⼦� 6C9 �z-�. S機�学¬を用いたエディントン

テン�ルのq定T. 天体形成研究� �²波⼤学� (8t. 18Q1�� 2024�. 

4�. 黒�º太Ï� ⼤須賀健� 野�真理⼦� 6C9 �z-�. S輻射流体計算による JAtr6 f6Ht 

DJtfADw の時間変動の研究T. �>Ý年度国立天y: �f�� 
ー�ー/ミーティング 

�国立天y:� 'DK. 2�Q26� 2024�. 

�0. 上野²�� 朝⽐奈雄太� ⼤須賀健� 矢島秀伸� 6C9 福島肇. S機�学¬を用いたエディ

ントンテン�ルのq定T. �>Ý年度国立天y: �f�� 
ー�ー/ミーティング 

�国立天y:� 'DK. 2�Q26� 2024�. 

�1. ¿岡Nb� X重g� ⼤須賀健� Ö�=�� 川島|N� :t 6A. SGAD76A ?:tH frDB HJE:r-�99. 

fADwH 76H:9 DC t=: GRRMHD HiBJA6tiDCHT. �>Ý年度国立天y: �f�� 
ー�ー/ミ

ーティング �国立天y:� 'DK. 2�Q26� 2024�. 

�2. 朝⽐奈雄太 6C9 ⼤須賀健. S⼀般相対論的輻射磁気流体計算で解明するブラックホー

ル降着円盤と準G期n動T. ± 11 回「富岳」を中�とする HP� " システムH用研究

Ä題成果E=� �-H� GR�'D H�LL� (8t. 24Q2�� 2024�. 

�3. ⼤須賀健. Sシミュレーションと �" のÃ合で解明する宇宙の構造と進化T. ± 11 回

「富岳」を中�とする HP� " システムH用研究Ä題成果E=� �-H� GR�'D H�LL� 

(8t. 24Q2�� 2024�. 

�4. U形§�´� ⼤須賀健� 6C9 福島肇. SDJHty-<6H 中を�う中間質量ブラックホールへ

の超臨界降着流T. 2024��> 6� 年度国立天y: �f�� 
ー�ー/ミーティング �国

立天y:� 'DK. 2�Q26� 2024�. 

��. 野�真理⼦ 6C9 ⼤須賀健. SLiC:-9riK:C 9iH8 wiC9H frDB HJE:r8riti86A 688r:tiDC fADw� 

iBEAi86tiDCH fDr �H <rDwt=T. 初!星�初!銀河研究� 2024 �$V⼤学� 'DK. 11Q13� 

2024�. 
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�6. ⼤須賀健. Sシミュレーションと �" のÃ合で解明する宇宙の構造と進化T.「富岳」成

果8E加速プログラム�^礎«学合同シン�.�ム 2024 �(ー4ン�ット©�,ン

フ�レンス� J6C. 8Q10� 202��. 

��. 黒�º太Ï� ⼤須賀健� 野�真理⼦� 6C9 �z-�. S輻射流体計算による JAtr6 f6Ht 

DJtfADw の時間変動の研究T. ±Ü � 回理論hシン�.�ム �国立天y:� D:8. 24Q26� 

2024�. 

�8. U形§�´� ⼤須賀健� 6C9 福島肇. S��C輻射流体力学計算でmる巨⼤ブラックホ

ールの形成過程Ý¬ブラックホールへの �DC9i-HDyA:-LyttA:tDC 過程T. ± 3� 回理論

hシン�.�ム �国立天y:� D:8. 24Q26� 2024�. 

��. U形§�´ � ⼤須賀健 � 6C9 福島肇 . SDJHty-<6H 中を�うK立ブラックホールの 

�DC9i-HDyA:-LyttA:tDC 降着T. ブラックホールm�研究� 202� ���Ï立⼤学� M6r. 

4Q6� 202��. 

60. ⼤須賀健. S機�学¬を用いたシミュレーション天y学「富岳」成果8E加速プログラ

ム T. ブラックホール.)ット�降着円盤�円盤Ø研究� 202� �名9O]立⼤学� M6r. 

�Q�� 202��. 

61. 高�WZ� 朝⽐奈雄太� ⼤須賀健� 高�2太� 小川拓未� :t 6A. Sブラックホールスピン

をq定するための機�学¬モデルの構«T. ブラックホール.)ット�降着円盤�円

盤Ø研究� 202� �名9O]立⼤学� M6r. �Q�� 202��. 

62. ¿岡Nb� X重g� ⼤須賀健� Ö�=�� 川島|N� :t 6A. S⼀般相対論的輻射磁気流体

計算に^�く高
&光度 �G' .)ットの8�機構T. ブラックホール.)ット�降着

円盤�円盤Ø研究� 202� �名9O]立⼤学� M6r. �Q�� 202��. 

63. 黒�º太Ï� ⼤須賀健� 野�真理⼦� 6C9 �z-�. S降着円盤とラインフ�ース駆動

型円盤Øの同時計算による JAtr6 f6Ht DJtfADw の時間変動の研究T. ブラックホール.

)ット�降着円盤�円盤Ø研究� 202� �名9O]立⼤学� M6r. �Q�� 202��. 

64. 小XÛ生� 竹�w⼤� 川島|N� 6C9 ⼤須賀健. S⼀般相対論的輻射輸送計算でmるブ

ラックホール降着円盤の偏光 X 線の起�T. ブラックホール.)ット�降着円盤�円

盤Ø研究� 202� �名9O]立⼤学� M6r. �Q�� 202��. 

6�. �十U太⼀� ¡�真º� 9W�x� W�真�� 高�=�� :t 6A. S超臨界降着流.)ット

の長ÉÙ伝pシミュレーションT. ブラックホール.)ット�降着円盤�円盤Ø研究

� 202� �名9O]立⼤学� M6r. �Q�� 202��. 

66. �上F⼤� ⼤須賀健� 高�=�� 6C9 朝⽐奈.太. SÜ�C⼀般相対論的輻射磁気流体

力学シミュレーションによる磁化中性⼦星への超臨界降着流T. ブラックホール.)

ット�降着円盤�円盤Ø研究� 202� �名9O]立⼤学� M6r. �Q�� 202��. 
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6�. U形§�´� ⼤須賀健� 6C9 福島肇. S降着円盤w射を伴う浮遊する中間質量ブラック

ホールの超臨界降着プロ�スT. ブラックホール.)ット�降着円盤�円盤Ø研究� 

202� �名9O]立⼤学� M6r. �Q�� 202��. 

68. HJ H6D?i:� $D=:i "C6yDH=i� 3DAt6C H6iB6C� RDAf $JiE:r� �AiDt *J6t6:rt� :t 6A. SSiBJA6tiC< 

HJE:r-�99iC<tDC 688r:tiDC Df H::9 �HH 6t =i<= r:9H=ift 6C9 t=:ir 8D-:KDAJtiDC wit= =DHt 

<6A6Mi:HT. ブラックホール.)ット�降着円盤�円盤Ø研究� 202� �名9O]立⼤学� 

M6r. �Q�� 202��. 

6�. �レス(ル4ート健� ⼤須賀健� 川島|N� 6C9 ¿岡Nb. S輻射輸送計算を用いた超

臨界降着円盤の模�観測T. ブラックホール.)ット�降着円盤�円盤Ø研究� 202� 

�名9O]立⼤学� M6r. �Q�� 202��. 

�0. 中UÙF� ⼤須賀健� 高�=�� 朝⽐奈雄太� 6C9 島�cf. S⼀般相対論的輻射磁気

流体力学計算による超臨界&½Ì動量ブラックホール降着流の研究-スリム円盤モデ

ルとの⽐較-T. ブラックホール.)ット�降着円盤�円盤Ø研究� 202� �名9O]立

⼤学� M6r. �Q�� 202��. 

�1. 松¶:^� ⼤須賀健� 6C9 朝⽐奈雄太. S機�学¬による輻射ス�クトルからのブラッ

クホール物理量のq定T. ブラックホール.)ット�降着円盤�円盤Ø研究� 202� �名

9O]立⼤学� M6r. �Q�� 202��. 

�2. 上野²�� 朝⽐奈雄太� ⼤須賀健� 矢島秀伸� 6C9 福島肇. S深層学¬を用いた⼀般相

対論的輻射磁気流体力学計算の高精度�高速化T. u本天y学� 202� 年vJ年� 

��i]��Ô� M6r. 1�Q20� 202��. 

�3. �上F⼤� ⼤須賀健� 高�=�� 6C9 朝⽐奈雄太. S3 �C⼀般相対論的輻射磁気流体

力学シミュレーションによる磁化中性⼦星への超臨界降着流T. u本天y学� 202� 

年vJ年� ��i]��Ô� M6r. 1�Q20� 202��. 

�4. 小XÛ生� ⼤須賀健� 6C9 川島|N. S⼀般相対論的偏光 X 線輻射輸送計算による.

)ットに�った偏光 X 線の生成機構T. u本天y学� 202� 年vJ年� ��i]�

�Ô� M6r. 1�Q20� 202��. 

��. ¿岡Nb� X重g� ⼤須賀健� 高�=�� 川島|N� :t 6A. S⼀般相対論的輻射磁気流体

計算に^�く高
&光度 �G' .)ットの8�形�T. u本天y学� 202� 年vJ年

� ��i]��Ô� M6r. 1�Q20� 202��. 

�6. 黒�º太Ï� ⼤須賀健� 野�真理⼦� 6C9 �z-�. S降着円盤とラインフ�ース駆動

型円盤Øの同時計算による JAtr6 f6Ht DJtfADw の時間変動の研究T. u本天y学� 

202� 年vJ年� ��i]��Ô� M6r. 1�Q20� 202��. 
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��. �十U太⼀� ¡�真º� 9W�成� W�真�� 高�=�� :t 6A. S⼤Ý]を用いた輻射磁

気流体シミュレーションによる超臨界降着流.)ットの⼤局的構造T. u本天y学� 

202� 年vJ年� ��i]��Ô� M6r. 1�Q20� 202��. 

�8. Ji6=Ji HJ6C<� $:C (=HJ<6� HJ6 �:C<� 6C9 HJi Li. SMDKiC<-B:H= Hy9rD-9yC6Bi8 SiBJA6tiDC 

Df 0iC9
J:t DriK:C ULX �J77A:HT. ブラックホール.)ット�降着円盤�円盤Ø研究� 

202� �名9O]立⼤学� M6r. �Q�� 202��. 

��. 小川拓未� 朝⽐奈雄太� 高�=�� 川島|N� 6C9 ⼤須賀健. Sボルツマンw射輸送計

算とコンプトン散乱を°�Èんだ��度⼀般相対論的磁気流体計算ß&光度降着円

盤のÚ⼦�度分lT. u本天y学� 202� 年vJ年� ��i]��Ô� M6r. 1�Q20� 

202��. 

80. 小川拓未� 朝⽐奈雄太� 高�=�� 川島|N� 6C9 ⼤須賀健. Sボルツマンw射輸送計

算とコンプトン散乱を°�Èんだ��度⼀般相対論的磁気流体計算T. ブラックホー

ル.)ット�降着円盤�円盤Ø研究� 202� �名9O]立⼤学� M6r. �Q�� 202��. 

81. 小�È平� 高�=�� Ó�[� 朝⽐奈雄太� ~�¨� :t 6A. SGPU �算加速による⼀般

相対論的輻射磁気流体シミュレーションコードの性能評価T. ± 1�8 回 HP��± 14 

回 *S 合同研究発¸� ��4⼤学� M6r. 1�Q1�� 202��. 

82. 曽我健太 6C9 矢島秀伸. S非⼀�H質中における近赤外円偏光波の輻射輸送計算T. 

(Eti8H � P=DtDCi8H J6E6C 2024 �Ú気Ê$⼤学� 'DK. 2�� 2024�. 

83. 矢島秀伸. Sシミュレーションと宇宙線観測�実ÚのÃ合でl 生Hの起�T.「宇宙線

学」の,8� 宇宙線でつな�天体と生Hの,進化のN½的研究 �⼤Ñ+立⼤学� M6y 

�Q11� 2024�. 

84. 矢島秀伸. S宇宙物理輻射輸送計算で拓く新しい生体医用光学T. 8発的研究so事� 

2024 年度8発の場 �L Ht6y � <rDw 7§¡� JJC: 26Q2�� 2024�. 

8�. 矢島秀伸� 曽我健太� 6C9 PÐ�人. S原始銀河団GAに形成される巨⼤ÚÙ4ブルと

クラスタリングの影響T. u本天y学� 2024 年ªJ年� �関Å学院⼤学� S:Et. 11Q13� 

2024�. 

86. ¦�`士� PÐ�人� 矢島秀伸� 6C9 ⼤U⼀行. S初!銀河形成過程における¬t "" 

星の初期質量関数とその影響T. u本天y学� 2024 年ªJ年� �関Å学院⼤学� S:Et. 

11Q13� 2024�. 

8�. 矢島秀伸. S(ストロ4イ+ロ.ーシミュレーションの現�と計¢T. 宇宙線.合M 

2024 �²波⼤学� D:8. 16Q1�� 2024�. 

88. 矢島秀伸. S計算(ストロ4イ+ロ.ーÝマル�スケールの観�からT. ハ�タ�リテ

ィ M 宇宙線�w射線�ークショップ ��Ï⼤学� �:7. 6� 202��. 
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��		����°°����´́¸̧¶¶OO¥¥��

���������� Æ当なし 

 

��������ZZÎÎÔÔÊÊ{{KK��llnnÊÊ{{KKffÖÖÊÊ{{KKffÖÖ��__¥¥ 

��ZZÎÎÔÔÊÊ{{（（..ンンタターーXXii））��

1. 高性能計算システム研究ÐÐと輻射輸送シミュレーションコードのÑ発においてË

q 

2. 高性能計算システム研究ÐÐと⼀般相対論的輻射磁気流体シミュレーションコード

のÑ発においてËq 

3. 生H«学研究ÐÐ生H機能dE分野との宇宙生HËq（���） 

4. 計算メディ,ルサイエンス事�ÐにおけるËq 

 

��llnnÊÊ{{��

Æ当なし 

��

ffÖÖÊÊ{{KKffÖÖ��__��

1. '�S� ��!ス�ース /L�" 計¢ ��A68@ HDA: �MEADr:r� におけるËq 

��



����シシンン==++!!@@��研研究究RR��ススククーールル¥¥ののÓÓUUppªª 

1. 福島肇. 研究�Ñ'Ý「初!星�初!銀河 2024」�$V⼤学� 'DK. 11Q13� 2024�. 

2. 矢島秀伸. 国×�議Ñ'Ý「"LR wD@H=DE」�⼤Ñ⼤学� S:Et. 2�Q2�� 2024�. 

3. 矢島秀伸.「宇宙線学」の,8� 宇宙線でつな�天体と生Hの,進化のN½的研究 �⼤
Ñ+立⼤学� M6y �Q11� 2024�. 

4. 矢島秀伸. 国×�議Ñ'Ý10t= G6A6My �KDAJtiDC 0Dr@H=DE �:4� :�� �J<. 6Q�� 2024�. 

�. 矢島秀伸. 国内�議Ñ'Ý銀河銀河間ガス研究� 2024 �YK⼤学� �J<. 1�Q21� 2024�. 

6. ⼤須賀健. 研究�Ñ'�「富岳成果8E加速プログラム」^礎«学合同シン�.�ム 

2024 �(ー4ン�ット©�,ンフ�レンス� J6C. 8Q10� 202��. 

�. ⼤須賀健. 研究�Ñ'Ý「ブラックホール.)ット�降着円盤�円盤Ø研究� 202�」

�名9O]立⼤学� M6r. �� 202��. 

8. ⼤須賀健 �富岳成果8E加速プログラム�. 国×�議,'Ý�HtrD�" �Hi6C ':twDr@ ��3 

':t� �(H6@6 UCiK:rHity� S:Et. 2Q6� 2024�. 

�. ⼤須賀健 �富岳成果8E加速プログラム�. 国内�議,'ÝdE«学j¸とのÃ合に

よる太ÔB物理学の新VÑ �名9O⼤学� S:Et. �Q10� 2024�. 

― 72 ―

筑波大学 計算科学研究センター 令和 6年度 年次報告書



筑波⼤学 計算科学研究センター 令和 6 年度 年次報告書 
 
 

 - �3 - 
 
 

10. 矢島秀伸. 研究�Ñ'Ý「��!サブミリ波観測�シミュレーション計¢検討� 202�」

�\�場時��� �:7. 1�Q21� 202��. 

 

������§§��KKËËee 

• ⼤須賀健 

学内 

計算«学研究�ンターÌ?G員�G員 

計算«学研究�ンター人事G員�G員 

計算«学研究�ンター⼤学教員�¹評価G員�G員 

計算«学研究�ンター,同H用G員�G員 

計算«学研究�ンター研究%理G員�G員 

計算«学研究�ンター宇宙物理研究ÐÐ�� 

物理学]Ì?G員�G員 

物理学]宇宙理論グループグループ長 

理工学»物理学類 4 年k� 

理工学»物理学類キ�リ(sok当 

理工学»物理学類理論グループ議長 

学外 

u本天y学�!議員 

計算^礎«学Ëqy�（J"��JS）0y�長 

「富岳」成果8E加速プログラム「シミュレーションと �" のÃ合で解明する  

宇宙の構造と進化」!¸ 

©i⼤学⼤学院理学研究«付i惑星«学研究�ンター6力研究員 

• 森正夫 

人間·合«学学¸院教¾学学%プログラム-� 

理工学»長+»½及び0学»長+»½eUÁ�´理G員�G員長 

 

• 矢島秀伸 

学内 

 物理学],リキュラムG員�G員 

物理学]=士論y評価G員�G員 

物理学]入Á実施G員 

理工学»物理学類 1 年k� 

宇宙;研究�ンターËq教員 
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 学外 

 国立天y:す�る観測時間1当G員�G員 

 

• 吉川耕司 

学内 

計算«学研究�ンター計算機Ì用G員�G員 

計算«学研究�ンター/®計算«学q進LG員 

計算«学研究�ンターdE�キュリティG員�G員 

最/®,同 HP� ^盤施¿スーパーコンピュータシステム �³定G員�G員 

学外 

u本天y学��y研究E=¸ØG員 

 

��������  RR¾¾��KKffÖÖ¾¾�� 

1� ⼤須賀健. 一般UけÉ���シミュレーションと 
��で解明する宇宙の構造と進化��ス

ーパーコンピュータ「富岳」±四回シン�.�ム富岳¤景. D:8. 2�� 2024. 

2� ⼤須賀健. パ�リスト��«学は 
��でどう進化する？� 
�� �"$�����!������スーパー

コンピュータ「富岳」±四回シン�.�ム富岳¤景. D:8. 2�� 2024. 

�� ⼤須賀健. 平沢小学校ようこそ/輩Ø��「ブラックホールってなんだ�う？�天y

学½になる夢を追いかけて�」. 'DK. �� 2024. 

�� ⼤須賀健. �4学院大学± ��回dE学シン�.�ム「シミュレーションで迫るブラ

ック��ホールの真の姿」. D:8. 21� 2024. 

�� ⼤須賀健. 朝u,ル��ー�ンター新M+ÑÉ座�「ブラックホール研究の最K線 

���
（± ��回k当）」. �:7. 1� 202�. 

�� 吉川耕司. ± �
�回七夕É��「スーパーコンピュータ富岳 ,�宇宙大規模構造 ,�

2ュートリ3」. JJAy 6� 2024. 

 

����������ののPP 

1� )⽐.1' 6C9 ⼤%��. ��
���
���������!+�	
*��,
�/����-�&��#��"$�. S:Et. 20� 2024. 
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